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研究成果の概要（和文）：本研究は、乳幼児期の心的表象の発達を支える言語の役割機能を検証するために、①幼児心
的状態語データベースの構築②養育者の社会的コミュニケーションスタイルと心的状態語の使用の検討③心的状態語を
用いたコミュニケーション・トレーニングの他者の心の理解発達への効果の検討を行なった。獲得される心的状態語の
種類は２から３歳にかけて大きく増加すること，養育者がよく使用している心的状態語の多くは6歳までに獲得される
こと，これらの使用は表情変化の敏感性と関連があること，他者の心の理解には心的状態語を用いたコミュニケーショ
ン・トレーニングが４歳から５歳の時期に効果的であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The role of language in the development of mental representations was 
investigated in the following three studies: to construct a database of child mental state language; to 
examine the relationship between parental use of mental state language and the parents’ sensitivity to 
changes in the facial expressions of children; and to assess the effectiveness of a communication program 
that used the mental state language to promote children’s understanding of other’s mind. From the 
database, it was found that child mental state language increased most rapidly between 2 and 3 years of 
age. Parental use of mental state language was found to correspond to the mental state language that the 
children had mastered by the age of 6. The frequency of parental use of mental state language was 
positively related to their sensitivity to the changes in facial expressions. The communications training 
that used mental state language was most effective for children between 4 and 5 years of age.

研究分野：発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
	 乳幼児期の心的表象の発達を象徴する能

力の一つとして心の理論の獲得がある。心の

理論研究では、乳幼児がいつ頃からどの程度

他者の心的状況の認識ができるのか、また、

その認識や理解を基盤にして他者の行動の

予測ができるのかについて、他者の注視の認

識、共同注意、情動の理解、誤信念理解など

の研究テーマ領域において検討がなされて

きた。心の理論獲得に関するメタ分析

（Wellman,	et	al.	2001）では、幼児期の誤

信念理解の発達に異文化間の違いがみられ、

欧米に比べて日本の幼児は誤信念理解が 1年

程度遅れることを示している。	

	 これらを受けて、本研究代表者らの研究グ

ループは、心の理論獲得の過程を縦断的にと

らえ、これまでに欧米の先行研究との間接的

な比較検討を実施してきた。この縦断研究よ

り、初期の心の理論の発達とされる、注視の

認識や情動の理解については、欧米の子ども

と同等の時期にその発達がみられる一方で、

４歳で獲得されるといわれる誤信念の理解

については、課題の通過率が欧米に比べ低い

傾向が示された（Tsuji,	2011a）。また、こ

れらの誤信念の理解の発達を予測するのは、

２歳半から３歳に測定した養育者および子

どもの心的状態語の会話における使用の割

合であった(Tsuji,	2011b)。すなわち、日本

の幼児の誤信念理解が可能となる時期は、欧

米の幼児との差が認められるものの、心の理

論獲得過程で、心的状態語が大きな役割を担

っている点では、欧米の研究結果と一致した。

では、心的状態語を親子の会話で使用するこ

とは、子の心的表象能力の発達にどのような

役割をはたしているのだろうか。	

	 これまでに国内外において、心の理論獲得

を支える言語の役割は十分に検討されてき

たが、心的状態語の使用に焦点を当ててその

機能について検証を行った研究報告はほと

んどない。また、心の理論の獲得は、子ども

の社会性発達の一つとして、仲間関係を円滑

にするためのソーシャルスキルの基盤とな

り、教育臨床的においても重要であると考え

られる。これらのことから、言語の中でも心

的状態語の使用が、子どもの心の理論獲得に

促進効果をもたらすことの検証は注目され

る課題である。 
	

２．研究の目的 
	 本研究は、乳幼児期の心的表象の発達を支
える言語の役割機能について検証するため
に、（１）言語学習過程における心的状態を
表す日本語データベースの構築、（２）養育
者の社会的コミュニケーションスタイルと
心的状態語の使用の関係性の検討、（３）心
的状態語を用いたコミュニケーション・トレ

ーニングの、他者の心の理解発達への効果の
検討を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法	
（１）心的状態語のデータベース作成のため
に、これまでに使用してきた幼児の心的状態
語リストに、日本の子どもによく読まれてい
る絵本および児童書から選択した語を加え
た拡大リストを作成し、2〜6 歳児の保護者
（N=5,015 名）を対象に、使用状況およびに
ついて質問紙調査を実施した。	
（２）養育者の社会的コミュニケーションス
タイルと心的状態語の使用の関係性を検討
するために、表情処理および心的状態語産出
実験を実施した。（１）で作成した心的状態
語リストを用い、養育者がどの程度、リスト
語を使用しているかについても情報収集し、
子どもの心的状態語の獲得過程との関連に
ついて検討した。	
（３）心的状態語を用いたコミュニケーショ
ン・トレーニングプログラムがもたらす他者
の心の理解発達への効果を検討するために，
以下の内容を実施した。①日本語の特徴を踏
まえたコミュニケーション・トレーニングプ
ログラムを開発。②３〜５歳児を対象として
コミュニケーション・トレーニングプログラ
ムを実施し、その効果について実験群と統制
群の比較検証。 
 
４．研究成果	
（１）言語学習過程における心的状態を表す
日本語データベースとして、心的状態語リス
トとして取り上げた 97 語が，２〜６歳のど
の年齢で獲得されるかについてまとめた（表
１）。各年齢において、75％の子どもにその
語を用いているという報告が見られた場合
に、「獲得された」とした。97 語のうち、6
歳頃までに獲得されると確認できた語は合
計 56 語であった。これらの情報を踏まえ、
実践への手引きを幼児教育・保育機関向けに
編集し、小冊子「気持ちをあらわすことばの
育ち」（辻,2016）として配布した。 
 
 
表１．6 歳までに獲得される心的状態語 

	
	
	

リスト語	 割合	

２歳で新たに獲得する語	 	

いたい（痛い）	 .89	

だいじょうぶ（大丈夫）	 .85	

かわいい（可愛い）	 .82	

好き	 .81	

〜ね	 .81	

～たい	 .81	

暑い	 .79	

寒い	 .78	

ねむい（眠い）	 .78	



 

 

それぞれの年齢で習得された語に関して次
の特徴が見られた。２歳で習得された語は、
感覚や知覚にかかわる表現や身体状態にか
んする表現が多くを占めていた。また語の最

後に「〜たい」を用いて自分の欲求を表した
り、モノや人に対して自分の好意を「好き」
という表現を用いたりするようになるとい
える。３歳で習得する語数は他の年齢よりも
多くみられた。内容としては、２歳でみられ
た、欲求をあらわす「〜たい」の表現に加え、
３歳では「欲しい」などの表現ができるよう
になるといえる。また基本感情といわれてい
る喜怒哀楽にかかわる表現がこの時期に習
得されている。４歳からは基本感情に加え、
「恥ずかしい」といった自分を評価した、も
しくはされた結果生まれてくる感情表現、
「忘れる」などの心のはたらきを表す言葉が
習得されるのが特徴といえる。５歳と６歳で
は、さらに心の働きを表現する語「覚えてい
る」「〜と思う」「思い出す」「考える」が新
たに習得されている。感情だけでなく、思考
の過程やその結果をとらえる際に必要な表
現が言葉という道具を用いて可能になるこ
とを示している。	
	
（２）養育者の社会的コミュニケーションス
タイルと心的状態語の使用の関係性の検討
では、大きく２つの検討を実施した。これら
について、養育者（ここでは母親）と比較対
象として女子大学生のデータを用いた。 
①養育者の表情処理と子どもの心的状態語
リスト語の使用の関係については、乳児の表
情の変化への敏感性（信号検出理論に基づく
d）が高い養育者ほど、心的状態語の中の認
知語をよく用いる傾向があることが示され
たが、同様の傾向は女子大学生にはみられな
かった（図１）。 
	

②心の理論インタビュー課題にみられる心
的状態への言及と共感性の関係の検討から
は、養育者は共感性・心的状態の解釈ともに
女子大学生に比べ高いことが示された。また、
共感性が高いほど、課題の解釈において登場
人物の心的状態により言及する傾向がみら
れた。これらの検討から、養育者は養育経験
の無い女子大学生に比べて、乳児の表情に敏
感であること、共感傾向が高いことがわかっ
た。また、共感傾向や表情変化への敏感性が
高いことは、心的状態語の使用と関連するこ
とが示唆された。	

リスト語（つづき）	 割合	

３歳で新たに獲得する語	 	

こわい（怖い）・こわがる（怖がる）	 .89	

みる（見る）	 .89	

～たかった	 .88	

～たくない	 .88	

～よう	 .87	

きらい（嫌い）	 .87	

楽しい	 .86	

わらう（笑う）	 .86	

疲れた	 .86	

なく（泣く）	 .85	

～う	 .85	

きく（聞く）・聞こえる	 .84	

うれしい（嬉しい）	 .83	

おもしろい（面白い）	 .83	

欲しい	 .81	

〜よ	 .80	

知る・知っている	 .80	

すごい(凄い）	 .80	

びっくりする	 .80	

いい[ね](良い/好いの意味)	 .80	

〜かな	 .79	

かわいそう（可哀想）	 .79	

４歳で新たに獲得する語	 	

はずかしい（恥ずかしい）	 .88	

〜のほうがいい	 .87	

悪い	 .87	

楽しくない	 .85	

元気	 .85	

〜たら	 .82	

わかる（分かる）	 .82	

さびしい（寂しい）	 .81	

〜したらいいな[ぁ]	 .79	

気持ち悪い	 .79	

むずかしい（難しい）	 .79	

約束する	 .78	

おこる（怒る）	 .78	

わすれる(忘れる)	 .78	

気持ちいい	 .75	

５歳で新たに獲得する語	 	

間違う	 .80	

おぼえている（覚えている）	 .79	

いじわる（意地悪）	 .78	

ドキドキする	 .76	

おかしい（可笑しい）	 .76	

がまんできない（我慢できない）	 .75	

6 歳で新たに獲得する語	 	

おもいだす（思い出す）	 .77	

〜だと思う	 .76	

考える	 .75	

〜かもしれない	 .75	

Mother:	r	=	.425,	p	<	.05	

 

図 1.	 表情変化の敏感性と認知語の使用の関係 



 

 

（３）心的状態語を用いたコミュニケーショ
ン・トレーニングプログラムの開発と，その
トレーニングがもたらす他者の心の理解発
達への効果を検討した以下の結果を得た。 
①4.5 歳の幼児を、事前の他者理解が同等に
なるように２グループにわけ、自分の視点と
他者の視点が異なることに気付くコミュニ
ケーション・トレーニングを受けたグループ
（A）を同様のトレーニングを受けなかった
グループ（B）において、事後の他者理解を
比較したところ（post-test1,図２）、有意な
トレーニング効果が認められた。トレーニン
ググループをスイッチして実施した後続の
４ セ ッ シ ョ ン の ト レ ー ニ ン グ 後 に は
（post-test２,図２）、グループ B は先にト
レーニングを受けたグループ Aと同等の他者
理解を示したことから、同様のトレーニング
効果が再現された。	

	
	
	

	

	
	

	
	

	
	
②４歳の幼児においても、①と同様のデザイ
ンで実験を行なったところ、トレーニンググ
ループ（C）と統制グループ（D）の間に有意
な効果がみられなかった（post-test	1，図
３）ことから、トレーニンググループのスイ
ッチをして半年後に後続のトレーニングを
実施したところ、4.5 歳においては、トレー
ニンググループが統制グループよりも有意
に高い他者理解を示し、トレーニング効果が
みとめられた(post-test	2，図３)。これら
より、今回開発した自他の視点の違いに気付
かせるコミュニケーション・トレーニングプ
ログラムに関しては、4.5 歳以前の幼児にお
いては、その効果が認められないことが明ら
かとなった。	
	 	
	

	 欧米のトレーニング効果を検討した研究
では、４歳未満の幼児に対してもその効果が
報告されていることから、これらの一連の結
果は、これまでに示唆されてきた心の理論の
発達の文化間差異を支持するものであった
といえる。これらの違いは、文化や言語の特
徴から派生してくる間接的な要因が何らか
の形で影響していると推察されるが、今後具
体的な要因についての仮説設定とその検証
が必要である。	
③4.5 歳児におけるトレーニング効果がみと
められたことから、５歳児を対象としてトレ
ーニング効果をもたらす要因として課題文
脈について検証した。事前の他者理解が同等
になるように２グループに分け、それぞれの
グループに２セッションずつ①のトレーニ
ングを実施したところ、各グループのトレー
ニングの効果は、トレーニングプログラムに
用いる文脈（欺き要因の有無）と、事後測定
に用いる課題の文脈の類似性の影響がある
ことが示唆された。これらを踏まえると、幼
児期のトレーニングにおいては、獲得した力
が文脈を超えて転移するまでに至っていな
い可能性があるといえる。	
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